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論文の内容の要旨
　イタボヤ類は脊索動物門の尾索類に属し，有性生殖・無性生殖の両方で増殖をおこなう海産無脊椎動物である。
イタボヤ科は有性生殖時に見られる形質に基づき，3o的伽∫属・βo的1Zo肋3属の2属に分類されているが，この2
属の分類基準では分類できない種の存在が指摘されている。本研究では，まず，この様な従来の分類基準が当て
はまらない種の一つを新種として記載し，この種が特殊な構造の保育器官を有することを示した。そして，新た
な分類基準を見つけるために，イタボヤ類の保育器官構造の多様性と，さらに，従来から系統との関連性が指摘
されていた群体特異性の発現様式とに注目し，イタボヤ科各種の系統関係について検討した。
（1）伊豆諸島の式根島で採集された末記載種！種を通年飼育し，生活史と形態についての詳細な観察を行った。こ
　の種の生活史，保育器官構造を既知種と比較したところ，相同する既知種は存在しないことがわかり，本種を
　新種βo妙伽∫肋ω玄〃5として記載した。
（2）保育器官構造が現在までに調べられていないイタボヤ科の3o妙肋3属4種，Bo的〃o肋∫属1種，外群であるス
　チエラ科1種の保育器官構造を調べた。既存の分類基準では「βo的ZZ狐属は保育嚢を持たない」となっている
　が，この分類基準に適合しない形質を持つ種がいくつか存在する事が，本研究から明らかになった。また保育
　器官を形成する組織を基準にすると，保育器官を形成しないものを祖先型の形質として，保育器官が鯛籠起源
　のものと囲鯛腔壁起源のものという2系統が存在する事が判明した。
（3）イタボヤ科では，同種の2群体が接触したとき「群体特異性」と呼ばれる自己・非自己認識がどの段階で起
　こるかによって系統関係が推測されるため，8o的肋∫〃乞6肋∫，3o卿〃ω∫θ地郷ともう一方の属に位置する
　βo的ZZo肋5肋勉∫の群体特異性を調べた。その結果，丑肋6肋∫では異群体との問で被嚢の癒合，続いて血管系
　の癒合が起きた後に非自己認識がなされ，一方，B如肋∫は異群体と最外層の被嚢表層で接触したもっとも早
　い段階で認識することが明らかとなった。この2種の比較から，認識が早く起こる丑伽加3はより進化した形
　質を持つと考えられた。しかし，Bた倣∫では，切断面で接触させると異群体認識が起こらず癒合してしまっ
　た。これは胎生であるこの種が，群体内の胚が異物として認識されるのを防ぐために，血管内での異物認識能
　力を二次的に失ったためではないかと思われた。またB鮒肋∫では，実験した組み合わせでは全て癒合し，他
　種のような即時的な拒絶反応は観察されなかった。これは，集団内の遺伝的田用意が非常に低いためか，もし
　くは実験に用いた群体が全て近縁関係にあったため，という二つの可能性が考えられた。
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審査の結果の要旨
　本研究はイタボヤ類の系統関係を，その保育器官の構造や群体特異性の発現様式から再検討し，この新しい判
断項目を取り入れることにより，これまでの伝統的系統関係を更に明確に整理したものと言える。この研究結果
に基づき判断すると，イタボヤ類の祖先的形質を持つ種は，保育器官を形成せず，かつ異群体認識が遅く血管癒
合後に起きる種が考えられる。そして，保育器官構造の簡単なものから複雑なものへ，異群体認識の遅いものか
ら早いものへという方向性が認められる。また，保育器官の起源となる組織から2系統に分岐し，囲鯛腔壁起源
の枝からBo的ZZo肋5属が派生したと考えられ，この属はより進化したグループであると考えられる。従って，従
来の分類基準でわけられる3o的〃o肋8属は単系統であるが，Bo卿伽∫属には複数の系統が含まれていると考えら
れる。本研究から導いた系統関係は，以前の研究では説明できないところを説明でき，且つこの結果が，18SrDNA
の配列解析に基づく最新の系統関係ともほぼ一致した。従って，本研究は従来の研究に基づきながらも新しい系
統関係を提唱した優れた研究であると評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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